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通期個別業績の前事業年度実績値と当事業年度実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は個別業績予想を開示しておりませんが、個別決算における当事業年度の実績値が、前事業年度

の実績値から一定以上変動しましたのでお知らせします。 

 

記 
 

１．2018年３月期通期個別業績と前事業年度実績値との差異（2017年４月１日～2018年３月 31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益(円) 

2017年３月期 

実績値（Ａ） 
23,306 1,171 1,372 2,172 72.78 

2018年３月期 

実績値（Ｂ） 
25,102 1,583 1,879 1,846 61.83 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,796 412 506 △326  

増減率（％） 7.7 35.2 36.9 △15.0  

 

２．差異の理由 

 当事業年度は、幅広い産業で設備老朽化に伴う更新や保全、さらに合理化や省力化への投資が旺盛

であったことや、輸出の持ち直しによる生産能力増強などもみられるなど、堅調に推移しました。 

この堅調な経済環境によった好調な受注及び豊富な受注残が寄与し、売上高は前事業年度から増加

いたしました。 

 利益面では、人件費や原材料価格の上昇等がありましたが、増収効果や不採算案件の減少により、

営業利益及び経常利益が前事業年度から大幅に増加することとなりました。 

一方、当期純利益につきましては、有価証券に関する特別利益の減少により、前年度から減少いた

しました。 

 

以 上 


